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   A 42-year-old man complained of lower abdominal pain. Computed tomographic scan and 
magnetic resonance imaging revealed an infected urachal cyst. A drainage catheter, which had 
multiple holes over a 10 cm length from the catheter tip, was placed in the urachal cyst. The catheter 
was inserted from the subumbilicus region and the catheter tip was intended to be situated at the caudal 
end of the urachal cyst. However, the catheter tip accidentally perforated the bladder and urine 
flowed out of the bladder through the catheter. Because the urine diluted and washed out the pus in 
the urachal cyst, the infected urachal cyst was successfully drained. Percutaneous drainage and 
antibiotics allowed resolution of the inflammatory process. On the twenty-third ay after catheter 
placement, excision of the urachal cyst and partial cystectomy were performed with relative ease and 
without any complications. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  47: 497-499, 2001) 



















腫瘤 を認 めた.腫 瘤内部のCT値 は22.5Hounsfield
で,造 影 剤でエ ンハ ンス され なかった.腫 瘤壁 は厚
く,造 影剤 で高度 にエ ンハ ンス された.腫 瘤内部 の
CT値 高 値,末 梢血 白血 球 増 多(9,790/μ1)および
CRP上 昇(1.7mg/dl)から化膿性尿膜 管嚢 胞が疑わ
れた.試 験穿刺 を勧 めたが拒否 されたため,抗 菌剤 を
投与 した.し か し,下 腹部痛は次第に増 強 し,5月26
日入 院 となった.
入院時現症:下 腹部正 中部 は軽度膨隆 し,同 部 には
圧痛 および皮膚の発赤 を認めた.体 温37.2℃.
入院時検査 成績:血 液一般検 査:WBC8,140/μ1,
CRPlO,2mg/dl,FBS277mg/dl,HbAIc7.2%.
尿検査:pH6.5,蛋白(一),糖(4+),潜 血(一).
尿沈渣 にて異常 を認 めなか った.尿 細胞診:classL
腹 部MRI:矢 状断像で膀か ら膀胱頂部 にわたる嚢
胞状腫瘤 を認 め た.腫 瘤 はTl強 調画像 で は低 信号
を,T2強 調 画像 では高信号 を呈 した,Tl強 調画像
で は腫瘤 は,膀 胱 内の尿 と比較 して高信号 を示 した
(Fig.1).










日,超 音波ガイ ド下に腫瘤 を18ゲー ジ超音波対応針 で
試験穿刺 した.穿 刺針 か ら膿が吸引 されたため化膿性
尿膜管嚢胞 と確定診断 した.筋 膜ダイレー ターで穿刺
孔 を拡張 した後に,ク リエ ー トメデ ィック社製12Fr
内痩用 カテ ーテルを留置 した.同 カテーテルは,先 穴
に加 え,先 端1cmか ら10cmま で にわた りIcm間
隔で計10個の側孔 を有する.カ テーテルは膀直下か ら
刺入 し,カ テーテル先端穴 は尿膜管嚢胞尾側端 に,カ
テーテル最 中枢側 の側孔は尿膜管嚢胞頭側端に位置す
る ようにカテーテル を留置 した.な お,以 上 の操 作
は,尿 道 カテーテル留置後に施行 した.ド レナージカ
テ ーテルか ら膿 が50ml吸 引 された.膿 の細菌培 養
は陰性 であった.
抗生剤投 与お よび1,600Kcal/日の食事制 限を開始



































管嚢胞 を認め た.尿 膜管嚢胞頭側部2cmは,腹 直


























以下の4点 が挙げ られる.1)即座に ドレナージを行
うことにより,一期的手術を待機 している間に敗血症
石津,ほ か:化膿性尿膜管嚢胞






























































3)伊 藤 敬 一,頼 母 木 洋,長 谷 川 親 太 郎:膀 か らの ド
　 レ ナ ー ジ に よ り待 機 手 術 が 可 能 と な っ た 尿 膜 管 膿










7)生 駒 文 彦,島 田 憲 次,藪 元 秀 典:尿 膜 管 の 先 天 性
　 疾 患.新 臨 床 泌 尿 器 科 全 書,第3巻B.市 川 篤
　 二,落 合 京 一 郎,高 安 久 雄 編.第1版,pp　 33-
　 36,金 原 出 版,東 京,1986
8)石 津 和 彦,山 口 史 朗,内 藤 克 輔 　 マ レ コ カ テ ー テ
　 ル を 用 い た 経 皮 的 ド レ ナ ー ジ に よ り治 療 し え た 多
　 房 性 後 腹 膜 膿 瘍 の1例.泌 尿 紀 要45:103-105,
　 1999
 
'Received on November 21,  2000' 
 Accepted on January 26,2001,
